SONY* 


4-193-856-03(1) 


ステレオへッドホン 


MDR-Z1000 


©2010 Sony Corporation Printed in Thailand 


取扱説明書 

お貿い上げいたださありぴと 
弓ございます。 

IA 警告 I 電気製品は安全のた 
めのを意事項を守らないと、乂 
災や人身事故になることびあ 
0ます。 

この取扱説明書には、事故を 
防ぐための重要な注意事項と 
製品の取0扱いかたをおして 
います。この取扱説明書をよ 
<お読みのラえ、製品を安全 
にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見ら 
れるところに必ず保管してく 
ださい。 


齡警告 1 

巧全のために 

ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まち 
びった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 

• 接続先の取掘説明書を必ずお読み<ださい。 

• 安全のために注意事項を守る。 

• 故障したら使わない。 

. 万一異常び起さたら、 ソニーの 相談窓 □、 またはお買い上げ店に修理を依頼する。 


A 警告 


交通まをのために 

運転中は使用しない 
自動車やバイク、自転車などの運転中に、ヘッドホンは絶対に使わないでください。 
交通事故の原因となります。 

運転中ムソがでも、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音が聞こえ 
ないとを険な場所では使わないでください。 


0 
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齡注意 1 の 

• 耳を刺激するよラな大をな音量で長時間続けて聞<と、聴力に悪い影響を与え 禁止 
ることびありまず。耳を巧るため、音量を上げすざないよラにご注意ください。 

• ヘッドホンを使巧中、肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して医師また 
は ソニーの 相談窓 □、 またはお買い上げ店に相談してください。 

• このへッドホンは、音量を上げすざると音びがに漏れます。音量を上げすざて、ま 
わりの人の迷惑にならないよラに気をつけましよラ。雑音のをいところでは音量を 
上げてしまいびちですび、へッドホンで聞<とさはいつち呼びかけられて返まびで 
去る<らいの音量を目安にして<ださい。 

• 本機を使用中に気分び悪くなった場合は、すぐに本機の使用を中止して<ださい。 


まな特長 

• スタジオユースでの厳しい要求に応える、 U フアレンススタジオモニターヘッドホ 
ン 

• 大□径50 mm 新開発 HD ドライバーユニットにより、低域から80 kH 之に至る超 
広帯域をフルレンジで再生、広ダイナ S ックレンジと解像度の高い再生音を実現 
• ドライバーユニットの振動板に液晶ポ U マーフイルムを採用することにより、原音 
に忠実なヴウンドを徹底追な 

• 音の辭儘度を高め、ク U アな中高音と豊かな低音を再生する360 kJ / m 3 高磁カネ 
オジウムマグネットを採巧 

•从ウジングに軽量かつ堅ろラなマグネシウム合金を採巧し、不要な振動を抑え、低 
音のスムーズなレスポンスとク U アな中高音を再現 
•大入力にも余裕で対応する、高耐入力4,000 mW 
• 優れた信号伝送特性を誇る高純度9弓.99999% 7 N -0 FC U ッッ線採用 
• 低反撥ウレタンによる快適な装着感と、形状を最適化することにより高い遮音性を 
実現したノイズアイソレーションイヤーパッド採用 
• 便利な片出しコード循脱式） 


まな仕様 


お式： 

密閉ダイナ S ック型（耳覆い型） 

ドライパーユニット： 

50 mm 、 ドーム型 （ HD 、0 FC ボイスコイル） 

最大入力： 

4,000 mW ( IEC *) 

インピーダンス： 

24 0 (1 kHz にて） 

音圧感度： 

108 dB/mW 

再を周波数帯域： 

5〜80,000 Hz 

コー ド： 

約 3 m /1.2 m (7 N -0 FC U ッツ撼採用、着脱式） 

プラグ： 

金メッキステレオミニプラグ （3 m コー ド） 

をメッキ L 型ステレオミニプラグ （1.2 m コード) 

質量： 

約 270 g (コー ド含まず） 

付属品： 

3 m つード （1) 


1.2 m コード （1) 

金メッキプラグアダプター 

(3 m コード専用、ステレオ標準プラグ■•■■►ステレオ S ニジャック ）0) 
キャリングポーチ （1) 

取扱説明書 （1) 

プ□ダクトイン フオメーシヨ ン （1) 

巧証書 （1) 

* IEC (国隙電気標準を謡）規格による測定値です。 

本機の仕様おぶび外観は、改良のため予告な<変更することびあ0ますび、ご了承<ださい。 


へツドホンの使いかた 


スライダーを引を出して長さを調整して 
<ださい。 

® の印のついた方をち耳に、 怎) の印の 
ついた方をを耳につけてください。 

必印のついた方には左右識別用の突起 
びあ0ます。 


左ち識別巧 
突起 



接続のしかた 



L 型ステレオミニプラグ- 




。•'手音 

. 本体のジャックにコードを接続するときは、プラグを奥までしっかりと差し込み、 
回転部を回して固定してください。プラグをしっかり差し込まないと、音び聞こえ 
ないことびあります。 

•プラグを持ってジャックに接続、またはがしてください。コード部分を引っぱると 
断線することびあります。 


キヤリングポーチのほいかた 



1へッドホンをへッドバンド測か日入れまず。 

付属のコードはポーチの中のポケットに収納することびでをます。 

2ひち①両端を引っ張り、ポーチの□を閉じます。 


巧り巧い上のごミ主意 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショックをちえないで<ださい。 

• ユニッ ト部はていねいに掘って<ださい。 

• イヤーパッドは長期の使用-保をにより劣化する恐れびあります。 

•背に良い音でお聞をいただくために、プラグを時々柔らかい巧でからぶをし、清潔 
に保ってください。 

•ちれは、乾いた柔らかい巧でふを取ってください。その隙、ユニット部に息を吹き 
かけることはしないでください。とくに、プラグ部分を巧れたままにしておくと、 
音質び悪<なったり、音びとざれたりすることびあります。 

•湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や直射日光のあたる場所には置かないでくだ 
さい。故障の原因となります。 


製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

パソコンか5 

http://www.sony.co.jp/avD-regi/ 

携帯電話から 

2次元コード対応の力^ラつを携帯電話の読み取り機能で 
ご利用 < ださい。 

http://reg.msc.m.sony.jp/avp/ 



於致を貴擅I達穿ち吾け時間などは http://www.sony.jp/support/ 
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イヤーパッドは消耗品です。破損した場合は、お買い上げ店、またはソニーのネ目 
談窓□にご相談ください。 


万一故障した場合は、内部を開けずに、ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店 
にご相談ください。 


保証書と アフターサービス 

巧註書について 

• この製品にはな証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取りください。 
• 所定事項の記入および記載巧容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 

• イ呆証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとさは 

この説明書をもラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合び悪いときは 

ソニーの 相談窓 □、 またはお買い上げ店にご相談<ださい。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 

詳しくは保証書をご覧 < ださい。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではへッドホンの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）を、 
製造打ち切り後6年間保有しています。ただし、故障の状況その他の事情により、修 
理に代えて製品交換をする場合びありますのでご了承ください。 








